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鳥ヶ丘研究会 東京慈恵会医科大学，東京 2016.10.21 
46. 碓氷 章，佐藤萌子，栁原万里子，中村真樹，井上雄一．睡眠潜時反復検査(MSLT)に

よるナルコレプシー1 型診断．第 46 回臨床神経生理学会学術大会 ホテルハマツ，郡

山市 2016.10.27 
47. 井上雄一．概日リズム機構からみた夜間中途覚醒の位置づけと対応．第 34 回日本神経

治療学会総会 米子コンベンションセンター，鳥取 2016.11.03 
48. 笹井（咲間）妙子，佐藤萌子，Stefani A，Hogl B，井上雄一．レストレスレッグス症

候群患者の夜間ポリソムノグラフィ所見の人種差についての検討．第 19 回日本薬物脳

波学会第 4 回宮古島神経科学カンファレンス合同会議 ホテルブリーズマリーナ，沖

縄県宮古島市 2016.11.11 
49. 小林美奈，對木 悟，中山秀章，井上雄一．簡易型脳波計を併用した簡易型睡眠時無

呼吸検査装置のスクリーニング有用性．第 19 回日本薬物脳波学会第 4 回宮古島神経科

学カンファレンス合同会議 ホテルブリーズマリーナ，沖縄県宮古島市 2016.11.11 
50. Komada Y, Nakajima S, Tamura N, Tanaka H, Inoue Y. The relationship between 

social jetlag and the Pediatric Daytime Sleepiness Scale(PDSS-J) score in 
school-aged children. 第 23 回日本時間生物学会学術大会 名古屋大学，名古屋市 

2016.11.12 
51. 成澤 元．項目反応理論を用いた睡眠薬離脱症状質問紙の標準化．第 26 回日本臨床精

神神経薬理学会 ホルトホール大分，大分市 2016.11.17 
52. 松井健太郎．Ramelteon が無効の非 24 時間睡眠覚醒リズム障害に対して aripiprazole

が著効した一症例．第 26 回日本臨床精神神経薬理学会 ホルトホール大分，大分市
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2016.11.17 
53. 井上雄一．不眠症の自然経過と治療選択を考える不眠研究会．第 32 回研究発表会ステ

ーションコンファレンス東京，東京 2016.11.26 
54. 駒田陽子．思春期の睡眠問題と日中機能．不眠研究会第 32 回研究発表会ステーション

コンファレンス東京，東京 2016.11.26 


